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問問 題題 提提 起起

��低炭素社会移行に向けて実施すべきこと低炭素社会移行に向けて実施すべきこと

��産・学・官それぞれの果たすべき役割産・学・官それぞれの果たすべき役割



論論 点点
¾¾ 論点１論点１

低炭素社会移行に必要（重要）な革新的技術（民生、低炭素社会移行に必要（重要）な革新的技術（民生、
運輸等）とそれらが融合し普及した姿（システム改運輸等）とそれらが融合し普及した姿（システム改
革）はどんなものか。革）はどんなものか。

¾¾ 論点２論点２

それを実現するために、産学官がどう取り組んでいそれを実現するために、産学官がどう取り組んでい
くべきか、進めるための条件整備は何か。くべきか、進めるための条件整備は何か。

¾¾ 論点３論点３

環境・エネルギー技術の国際展開・協力環境・エネルギー技術の国際展開・協力



主な意見（１）主な意見（１）
～低炭素社会移行に必要（重要）な革新的技術（民生、運輸等）とそれらが融合し～低炭素社会移行に必要（重要）な革新的技術（民生、運輸等）とそれらが融合し

普及した姿（システム改革）はどんなものか。～普及した姿（システム改革）はどんなものか。～

99異分野の専門家による部門を超えたコミュニ異分野の専門家による部門を超えたコミュニ
ケーションケーションにより生まれるものにより生まれるもの

99意識改革を行った市民が参加する低炭素型意識改革を行った市民が参加する低炭素型
のライフスタイルが実践されているのライフスタイルが実践されている



主な意見（２）主な意見（２）
～それを実現するために、産学官がどう取り組んでいくべきか、～それを実現するために、産学官がどう取り組んでいくべきか、

進めるための条件整備は何か。～進めるための条件整備は何か。～

99産・学・官が一体となって検討を行う場の設定産・学・官が一体となって検討を行う場の設定

99強い権限と責任を持つプロジェクトリーダの強い権限と責任を持つプロジェクトリーダの
設定と育成設定と育成

99市民へのわかりやすい具体的な姿の提示市民へのわかりやすい具体的な姿の提示



主な意見（３）主な意見（３）
～環境・エネルギー技術の国際展開・協力～～環境・エネルギー技術の国際展開・協力～

99グローバル連携への展開することが必要グローバル連携への展開することが必要

99日本モデルの海外への移転日本モデルの海外への移転

99世界の低炭素化への貢献世界の低炭素化への貢献



提提 言言

低炭素社会へ向けてライフスタイル・社会シ低炭素社会へ向けてライフスタイル・社会シ
ステムの変革を早急に行うべきステムの変革を早急に行うべき

そのための産学官民が一体となった議論のそのための産学官民が一体となった議論の
場の設定が必要場の設定が必要

我が国の環境・エネルギー技術で世界をリー我が国の環境・エネルギー技術で世界をリー
ドしなければならないドしなければならない


